[bookmark: _kiy1iv4qliy2]ダンスレッスン振替受講申請書

ダンススクール運営者　　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）に対し、受講者　　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が提供するダンスレッスンについて、欠席したレッスンの振替受講を希望し、以下の内容により申請する。
本申請書は、振替受講の対象、申請条件、受講期限、定員、追加費用、キャンセル及び安全管理等に関する事項を明確にし、甲乙間の認識の相違を防止することを目的とする。

[bookmark: _57whsv3exl9b]第1条（目的）
1. 本申請書は、乙が欠席した又は欠席を予定しているダンスレッスンについて、甲が定める条件に従い、別の日程又はクラスで振替受講を行うために必要な事項を定めるものである。
2. 振替受講は、甲が提供する通常のレッスン契約、会員規約、受講規則その他の定めに基づく補完的な制度であり、乙に対して無条件の振替受講権を付与するものではない。
3. 本申請書に定めのない事項については、甲が事前に乙へ提示した会員規約その他の適用規則に従うものとする。ただし、法令に反する規定は適用しない。

[bookmark: _42u0dkdd9oyy]第2条（申請者情報）
乙は、振替受講の申請にあたり、以下の情報を正確に記入するものとする。
	項目
	記入欄

	受講者氏名
	

	フリガナ
	

	会員番号
	

	生年月日
	年　　　月　　　日

	電話番号
	

	メールアドレス
	

	所属スクール・校舎
	

	所属クラス
	

	担当インストラクター
	

	保護者氏名（未成年の場合）
	

	保護者連絡先
	


[bookmark: _uwmyhlfnonfa]第3条（振替対象レッスン）
1. 乙が振替を希望する対象レッスンは、以下のとおりとする。
	項目
	内容

	当初の受講予定日
	年　　　月　　　日

	受講予定時間
	時　　　分 ～ 　　　時　　　分

	レッスン名
	

	ダンスジャンル
	□ ヒップホップ　□ ジャズ　□ K-POP　□ バレエ　□ その他（　　　　　）

	レッスン区分
	□ 初級　□ 中級　□ 上級　□ キッズ　□ その他（　　　　　）

	担当インストラクター
	

	欠席状況
	□ 欠席済み　□ 欠席予定

	欠席連絡日
	年　　　月　　　日


2. 振替対象となるレッスンは、甲が提供する振替制度の対象として指定したものに限る。
3. 特別講座、ワークショップ、発表会練習、個人レッスンその他甲が通常レッスンと区別して提供する講座については、別途振替を認める旨の合意がない限り、振替対象に含まれないものとする。

[bookmark: _1mfycbvagg58]第4条（欠席理由）
1. 乙は、振替受講を希望する理由について、以下の該当項目を選択するものとする。
	欠席理由
	選択欄

	体調不良
	□

	学校行事・試験
	□

	仕事・勤務上の都合
	□

	家庭の事情
	□

	交通機関の遅延・運休
	□

	天候・災害等の影響
	□

	その他
	□（　　　　　　　　　　　　　　）


2. 乙は、振替の可否を判断するために必要な範囲で、欠席理由について甲から説明を求められた場合、合理的な範囲でこれに協力するものとする。
3. 甲は、欠席理由の確認に際し、乙のプライバシーに配慮し、必要以上に詳細な健康情報その他の個人情報の提出を求めないものとする。
4. 欠席理由が甲の振替制度における対象条件に該当しない場合、甲は、事前に明示した条件に従い振替申請を承認しないことができる。

[bookmark: _4vvz67x9kwd3]第5条（振替希望レッスン）
1. 乙が希望する振替受講の内容は、以下のとおりとする。
	項目
	内容

	第1希望日
	年　　　月　　　日

	第1希望時間
	時　　　分 ～ 　　　時　　　分

	第2希望日
	年　　　月　　　日

	第2希望時間
	時　　　分 ～ 　　　時　　　分

	希望スクール・校舎
	

	希望クラス
	

	希望ダンスジャンル
	

	希望インストラクター
	

	その他希望事項
	


2. 乙は、希望する振替レッスンについて、定員、レベル、年齢区分、施設設備及び担当インストラクターの指導方針等により、希望どおりに受講できない場合があることを確認する。
3. 甲は、乙の希望を考慮し、受講可能なクラス及び日程を確認したうえで振替受講の可否を判断する。
4. 乙が希望した日程又はクラスでの振替が困難な場合、甲乙協議のうえ、代替日程又は代替クラスを設定することができる。

[bookmark: _eo4yro8fs5kb]第6条（振替申請の期限及び方法）
1. 乙は、原則として、振替対象レッスンの開始時刻の　　　　時間前までに、甲が指定する方法により欠席連絡及び振替申請を行うものとする。
2. 振替申請の方法は、次のいずれかとする。
□ スクール受付での書面提出
□ 電子メール
□ スクール専用アプリ
□ Web申請フォーム
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　）
3. 申請期限を経過した場合、甲は、事前に定めた振替制度の条件に従い、振替受講を認めないことができる。
4. 急病、事故、災害その他やむを得ない事情により期限内の申請が困難であった場合、甲は、事情を確認したうえで個別に振替の可否を判断することができる。
5. 申請書の提出のみをもって振替受講が確定するものではなく、甲による承認通知をもって振替受講が確定する。

[bookmark: _4qq200yjz64c]第7条（振替受講の有効期限）
1. 振替受講の有効期限は、原則として、欠席したレッスンの日から　　　　日以内、又は　　　　年　　　月　　　日までとする。
2. 乙は、前項の期限内に振替受講を完了するものとする。
3. 乙の都合により有効期限内に振替受講が行われなかった場合、甲は、事前に明示した条件に従い振替受講の権利を失効させることができる。
4. 甲の都合による休講、施設の使用不能その他甲側の事情により振替受講が実施できなかった場合、甲は、代替レッスンの提供、期限延長、返金その他合理的な対応について乙と協議するものとする。
5. 災害、感染症の流行その他当事者の責めに帰することのできない事情により振替受講が困難となった場合は、甲乙協議のうえ、期限延長その他の対応を決定する。

[bookmark: _h7beklaj4bm4]第8条（振替回数及び受講制限）
1. 振替受講の利用回数は、甲が別途定める場合を除き、次の条件によるものとする。
	項目
	条件

	月間振替可能回数
	月　　　　回まで

	1回の欠席に対する振替
	原則1回

	翌月への振替繰越
	□ 可　□ 不可

	他校舎への振替
	□ 可　□ 不可

	他ジャンルへの振替
	□ 可　□ 不可

	他レベルへの振替
	□ 可　□ 不可

	振替権利の第三者への譲渡
	不可

	その他制限
	


2. 乙は、1回の欠席に対して重複して振替受講を申請することはできない。
3. 振替受講の権利は、原則として乙本人に限り有効とし、家族その他の第三者に譲渡又は貸与することはできない。
4. 甲は、振替制度の公平な運営を確保するため、事前に明示した合理的な条件に従い、振替可能回数及び受講対象クラスを制限することができる。

[bookmark: _an4a8wk23uw4]第9条（定員及び受講クラスの調整）
1. 振替希望クラスの定員に空きがない場合、甲は振替申請を承認しないことができる。
2. 甲は、受講者の安全確保、指導の質の維持及び施設の収容能力を考慮し、必要に応じて振替受講人数を制限することができる。
3. 乙の技術水準、年齢、経験その他の条件が振替希望クラスの受講条件に適合しない場合、甲は、乙に対して別のクラスを提案することができる。
4. 振替受講が承認された後であっても、やむを得ない事情によりレッスンの実施が困難となった場合、甲は速やかに乙へ通知し、代替日程等について協議する。

[bookmark: _n1mfdkd2f6e7]第10条（振替受講に伴う費用）
1. 振替受講に伴う費用は、以下のとおりとする。
	項目
	金額・条件

	振替受講料
	□ 無料　□ 有料

	振替手数料
	金　　　　　　　　円（税込）

	クラス変更による差額
	金　　　　　　　　円（税込）

	追加レッスン料
	金　　　　　　　　円（税込）

	その他費用
	金　　　　　　　　円（税込）

	支払方法
	□ 現金　□ 銀行振込　□ 電子決済　□ その他（　　　　　）

	支払期限
	年　　　月　　　日


2. 甲は、振替受講に追加費用が発生する場合、申請の承認前に乙へ金額及び発生条件を説明し、乙の同意を得るものとする。
3. 乙は、前項により合意した費用を所定の期限までに支払うものとする。
4. 甲は、事前の合意なく振替受講に関する追加料金を請求しないものとする。
5. 甲の責めに帰すべき事由により振替レッスンが実施されなかった場合、甲は、提供されなかった役務に対応する受領済みの追加費用について、返金その他適切な精算を行うものとする。

[bookmark: _xvchv7z1m1pd]第11条（振替受講の変更及びキャンセル）
1. 乙が承認済みの振替受講を変更又はキャンセルする場合、原則としてレッスン開始時刻の　　　　時間前までに甲へ連絡するものとする。
2. 振替受講のキャンセルに関する取扱いは、次のとおりとする。
	項目
	取扱い

	期限内キャンセル
	□ 再振替可　□ 再振替不可

	期限後キャンセル
	□ 再振替可　□ 再振替不可

	無断欠席
	□ 振替権利失効　□ 個別判断

	再振替可能回数
	回まで

	キャンセル料
	□ なし　□ あり（金　　　　　円）

	その他
	


3. 乙が事前連絡なく振替レッスンを欠席した場合、甲は、事前に明示した合理的な条件に従い、当該振替受講を利用済みとして取り扱うことができる。
4. 急病、事故、災害その他やむを得ない事情によるキャンセルについては、甲は個別の事情を考慮して対応を判断する。
5. キャンセル料その他の費用負担については、適用法令及び事前に合意した条件に従うものとする。

[bookmark: _991ivje6kpve]第12条（レッスン内容及び指導方法）
1. 乙は、振替受講するクラスによって、通常受講しているクラスとレッスン内容、進行速度、指導方法、振付、音楽及び難易度等が異なる場合があることを確認する。
2. 甲は、振替受講に際し、当該クラスの通常の指導内容に基づいてレッスンを提供するものとする。
3. 振替受講により、欠席したレッスンと完全に同一の指導内容が提供されることを保証するものではない。
4. ただし、甲は、振替受講の目的が著しく損なわれないよう、合理的な範囲で適切な受講環境の確保に努めるものとする。

[bookmark: _fzcm0mhkb6jx]第13条（安全管理及び健康状態）
1. 乙は、振替受講に際し、自身の健康状態及び身体能力を考慮し、無理のない範囲でレッスンに参加するものとする。
2. 乙は、体調不良、負傷その他レッスンへの参加に支障がある事情を認識した場合、必要に応じて甲又は担当インストラクターへ申し出るものとする。
3. 甲は、レッスン実施に際して、施設設備の安全管理及び合理的な事故防止措置を講じるものとする。
4. 甲は、乙の健康状態その他の事情によりレッスンへの参加が危険であると合理的に判断した場合、受講の中止又は延期を求めることができる。
5. レッスン中に事故又は負傷が発生した場合、甲乙は、必要な救護措置及び関係者への連絡等に協力するものとする。

[bookmark: _51ufkl8q7qnd]第14条（事故及び損害に関する責任）
1. 甲は、施設設備の管理、レッスンの指導その他甲の責めに帰すべき事由により乙に損害を与えた場合、法令に従いその責任を負うものとする。
2. 乙は、甲の指導上の注意事項及び施設利用規則を遵守し、他の受講者の安全を妨げる行為を行わないものとする。
3. 乙の故意又は過失により甲又は第三者に損害が生じた場合、乙は、法令に従いその責任を負うものとする。
4. 甲乙双方の行為が損害の発生に関係する場合は、それぞれの責任の有無及び程度を踏まえ、法令に従って解決するものとする。
5. 本申請書のいかなる規定も、甲の故意又は重大な過失による責任その他法令上免除できない責任を免除するものではない。

[bookmark: _ji6fl6z5xhc]第15条（未成年者の振替受講）
1. 乙が未成年者である場合、甲が必要とする範囲で、親権者その他の法定代理人（以下「保護者」という。）の同意を得たうえで振替受講を申請するものとする。
2. 保護者は、振替受講の日程、場所、クラス内容及び送迎等に関する事項を確認するものとする。
3. 通常と異なる校舎又は時間帯で振替受講を行う場合、甲は必要に応じて保護者に対し事前の確認を行うものとする。
4. 甲は、未成年者の安全確保に必要な範囲で、緊急連絡先その他必要な情報の提供を求めることができる。
5. 保護者の同意を必要とする申請について、当該同意が確認できない場合、甲は振替受講の承認を保留することができる。

[bookmark: _s6b0zko3e1bb]第16条（個人情報の取扱い）
1. 甲は、本申請書により取得した乙及び保護者の個人情報を、振替受講の受付、本人確認、受講管理、連絡、安全管理その他振替制度の運営に必要な目的の範囲内で取り扱うものとする。
2. 甲は、個人情報の漏えい、滅失又は毀損の防止その他安全管理のため、必要かつ適切な措置を講じるものとする。
3. 甲は、法令に基づく場合その他法令上認められる場合を除き、本人の同意なく個人データを第三者へ提供しないものとする。
4. 甲が個人情報の取扱いを外部事業者に委託する場合、法令に従い委託先に対する必要かつ適切な監督を行うものとする。
5. 個人情報の保存期間、開示等の請求手続その他の事項については、甲が別途定めるプライバシーポリシー等に従うものとする。

[bookmark: _1zbqya5ui9qm]第17条（申請内容の変更）
1. 乙は、本申請書に記載した内容に変更が生じた場合、速やかに甲へ通知するものとする。
2. 振替希望日、受講クラス又は校舎の変更については、甲の承認を得るものとする。
3. 甲は、変更後のレッスンの定員その他の事情により、変更申請を承認できない場合がある。
4. 変更により追加費用が発生する場合、甲は乙に対して事前に説明し、同意を得るものとする。

[bookmark: _by3rqvnurxh]第18条（申請の不承認及び承認の取消し）
1. 甲は、次の各号のいずれかに該当する場合、振替申請を承認しないことができる。
① 申請内容に重大な虚偽又は不備がある場合
② 振替申請の期限を経過している場合
③ 振替希望クラスの定員に空きがない場合
④ 受講資格又はクラスの参加条件を満たしていない場合
⑤ 振替可能回数又は有効期限を超過している場合
⑥ その他、甲が事前に明示した合理的な振替条件を満たさない場合
2. 甲は、承認後に前項各号に該当する事情が判明した場合、乙に理由を説明したうえで承認を取り消すことができる。
3. 甲の都合により承認済みの振替受講を取り消す場合、甲は代替日程の案内、受講期限の延長その他合理的な対応を行うものとする。
4. 甲は、振替申請の承認又は不承認にあたり、不合理な差別的取扱いを行わないものとする。

[bookmark: _qqxys1yx724m]第19条（申請結果及び承認内容）
甲は、乙から提出された振替受講申請について確認を行い、その結果を以下のとおり記録するものとする。
	項目
	内容

	申請受付日
	年　　　月　　　日

	申請受付番号
	

	審査結果
	□ 承認　□ 条件付き承認　□ 不承認

	承認された振替日
	年　　　月　　　日

	承認された受講時間
	時　　　分 ～ 　　　時　　　分

	振替受講クラス
	

	担当インストラクター
	

	振替受講場所
	

	追加費用
	□ なし　□ あり（金　　　　　円）

	振替受講期限
	年　　　月　　　日

	不承認・条件付き承認の理由
	

	受付担当者
	

	承認担当者
	

	承認通知日
	年　　　月　　　日



[bookmark: _uaihjp8hyhbh]第20条（申請内容の確認及び同意）
乙は、本申請書の提出にあたり、以下の事項を確認するものとする。
□ 振替受講には所定の申請手続及び甲の承認が必要であること
□ 振替受講には申請期限及び受講期限が設定されていること
□ 振替可能回数及び対象クラスに制限がある場合があること
□ 希望する振替日程又はクラスで受講できない場合があること
□ 振替先のレッスン内容及び難易度が通常クラスと異なる場合があること
□ 振替受講に追加費用が発生する場合は事前に確認すること
□ 振替受講の変更及びキャンセルには所定の条件が適用されること
□ レッスン参加時には施設利用規則及び安全上の指示を遵守すること
□ 未成年者の場合、必要な保護者の同意を得ていること
□ 個人情報が申請受付及び受講管理等の目的で取り扱われること

[bookmark: _qpdy6wof2z6n]第21条（協議事項）
1. 本申請書に定めのない事項又は本申請書の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は誠意をもって協議し、円満な解決を図るものとする。
2. 本申請書と甲が別途定める会員規約等との間に相違がある場合、個別に合意した事項を優先する。ただし、法令上の強行規定に反する合意は効力を有しない。
3. 本申請書に関する紛争については、日本法を準拠法とし、法令に定める裁判管轄に従うものとする。
[bookmark: _6p6hbb2cyy50]
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[bookmark: _4n3skmiljux1]申請日・署名欄
乙は、本申請書に記載された内容及び振替受講に関する条件を確認し、これに同意したうえで振替受講を申請する。

申請日：　　　　年　　　月　　　日

乙（受講者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保護者（未成年者の場合）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受講者との続柄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

甲（ダンススクール運営者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

スクール名・法人名：　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：

